
東
電
は
、
危
険
手
当
の
増
額

を
国
会
で
約
束
し
、
一
日
あ
た

り
２
万
円
に
引
上
げ
ま
し
た

福
島
」
の
県
民
の
願
い
だ
と
述

べ
、
こ
の
県
民
の
願
い
を
は
ば

み
再
稼
働
と
原
発
輸
出
を
進
め

て
い
る
の
が
安
倍
政
権
だ
と
指

９
月
定
例
県
議
会
が
、
９
月
12
日
か
ら
10
月
１
日
ま
で
20
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
18
日
に
神
山
悦
子
県
議
が
代
表
質
問
、
同
22
日
に
阿
部
裕
美
子
県
議
が
一
般
質
問
、
同
30
日

に
長
谷
部
淳
県
議
が
総
括
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
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６
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０
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５
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７
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Ｘ
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震
災
・
原
発
事
故
か
ら
３
年

半
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
避
難

を
強
い
ら
れ
て
い
る
県
民
は
い

ま
だ
に
12
万
７
千
人
を
超
え
、

災
害
関
連
死
者
数
は
１
千
７
百

人
、
震
災
関
連
で
の
自
殺
も
７

月
末
で

56

人
に
上
っ
て
い
ま

す
。神

山
県
議
は
、
①
福
島
原
発

全
10
基
廃
炉
の
決
断
と
一
刻
も

早
い
事
故
収
束
、
②
徹
底
し
た

除
染
と
完
全
賠
償
、
③
県
民
の

健
康
支
援
と
医
療
体
制
の
確

立
、
④
事
故
前
の
く
ら
し
・
生

業
の
再
生
を
土
台
と
し
た
復
興

―
こ
の
４
点
が
立
場
の
違
い
を

超
え
て
一
致
で
き
る
「
オ
ー
ル

摘
。
今
後
も
安
倍
政
権
と
き
っ

ぱ
り
対
じ
す
る
県
政
が
必
要
と

強
調
し
ま
し
た
。

都
路
地
区
に
続
き
、
川
内
村

の
東
部
地
域
が
避
難
解
除
さ
れ

ま
し
た
。
国
の
賠
償
指
針
で
は
、

避
難
解
除
後
１
年
で
精
神
的
賠

償
が
な
く
な
り
ま
す
。
避
難
地

域
の
市
町
村
か
ら
も
指
針
の
見

直
し
と
賠
償
の
継
続
を
求
め
る

声
が
上
が
っ
て
お
り
、
神
山
県

議
は
国
に
求
め
る
と
と
も
に
、

県
自
ら
も
何
ら
か
の
生
活
支
援

を
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

将
来
が
見
通
せ
な
い
状
況
が

長
引
き
、
自
殺
や
孤
独
死
も
増

原発避難中の自殺に対する東電
の責任を断罪した画期的な福島
地裁判決（福島市＝８月 26日） 

７月 25日、双葉町役場屋上で職員から中間貯蔵施設建設予定地の説明を受ける神山悦子、宮川えみ子、阿部裕美子、長谷部淳の各県議 

神
山
悦
子
県
議
は
、
原
発
の
事
故
対

応
・
汚
染
水
対
策
、
除
染
、
賠
償
、
避

難
者
支
援
、
医
療
介
護
総
合
法
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
へ
の
県
の
対
応
、

教
育
行
政
、
土
砂
災
害
へ
の
対
策
を
求

め
代
表
質
問
し
ま
し
た
。

共
産
党
県
委
員
会
が
開
催
し

た
農
業
問
題
シ
ン
ポ
で
発
言

す
る
紙
智
子
参
院
議
員
（
二

本
松
市
＝
７
月
12
日
）

今年の米価（概算金）が１俵
７千円前後へと暴落し、生産コ
ストを大きく下回る見通しと
なっており、営農の継続にも関
わる大問題です。 
神山県議が代表質問で、備蓄

米の買い上げを増やすなど政
府に対策を求めるべきと質し
たことに対し、県も「知事会を
通じて国に要望していく」と応
じました。 

加
し
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
に

よ
り
そ
っ
た
復
興
を
進
め
る
こ

と
が
一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
を
支
え
る
マ
ン
パ
ワ

ー
が
ど
の
分
野
で
も
不
足
し
て

い
る
と
指
摘
。
特
に
、
医
療
・

介
護
、
福
祉
、
教
育
分
野
で
正

職
員
・
専
門
職
を
増
や
す
こ
と
。

福
祉
と
教
育
現
場
を
つ
な
ぐ
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
増
員
と
処
遇
改
善
を
求
め
ま

し
た
。

が
、
実
際
に
は
原
発
下
請
け
労

働
者
ま
で
届
い
て
い
な
い
ケ

ー
ス
が
多
々
あ
り
ま
す
。

神
山
県
議
は
、
「
こ
の
背
景

に
は
多
重
下
請
け
構
造
が
あ

る
」
と
指
摘
。
廃
炉
・
汚
染
水

対
策
は
最
優
先
の
国
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
位
置
づ
け
、
そ
れ

に
ふ
さ
わ
し
く
国
家
公
務
員

に
準
じ
た
待
遇
と
す
る
よ
う

国
に
求
め
よ
と
質
し
ま
し
た
。

質問する神山悦子
県議（９月 18日） 



れ
る
問
題
と
、
国
保
広
域

化
の
問
題
を
取
り
上
げ
、

ど
の
地
域
で
も
必
要
な
医

療
が
受
け
ら
れ
る
医
療
提

供
体
制
の
構
築
を
求
め
ま

し
た
。

土
砂
災
害
防
止
法
が
施

行
さ
れ
て
か
ら
の

10

数

年
で
、
砂
防
事
業
費
が
四

分
の
一
ま
で
減
ら
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
、
財
源
の
振
り
向
け
を

求
め
ま
し
た
。

長
谷
部
県
議
は
県
民
の

福
祉
基
盤
の
整
備
、
土
砂

災
害
防
止
策
に
し
ぼ
っ
て

質
問
し
ま
し
た
。

国
が
強
行
し
た
医
療
・

介
護
総
合
法
に
基
づ
い

て
、
県
が
病
床
や
医
療
費

の
削
減
に
責
任
を
負
わ
さ

賠
償
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
推
進
策
、
除
染
問

題
、
災
害
弱
者
対
策
な
ど
７

項
目
の
質
問
を
行
い
ま
し

た
。Ａ

Ｄ
Ｒ
へ
の
集
団
申
立

て
が
急
速
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。
浪
江
町
や
桑
折
町
で

独
自
に
支
援
条
例
を
つ
く

っ
た
こ
と
を
紹
介
し
、
県
と

し
て
も
支
援
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。

国
直
轄
除
染
で
、
国
が

「
避
難
解
除
に
間
に
合
わ

せ
る
た
め
」
と
し
て
手
抜
き

除
染
を
正
当
化
し
て
い
る

こ
と
は
本
末
転
倒
と
指
摘
。

確
実
な
除
染
を
国
に
求
め

る
べ
き
と
質
し
ま
し
た
。

「
障
が
い
が
あ
っ
て
も
、

前
で
行
え
る
よ
う
体
制
充

実
を
求
め
ま
し
た
。

片
道
１
時
間
以
上
の
長

時
間
通
学
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
障
が
い
を
持
つ

子
ど
も
が
全
県
で
４
百
人

を
超
え
て
い
ま
す
。

住
民
や
行
政
か
ら
切
望

さ
れ
て
い
る
伊
達
方
部
へ

の
特
別
支
援
学
校
建
設
を

含
め
た
特
別
支
援
学
校
全

体
整
備
計
画
の
見
直
し
を

求
め
ま
し
た
。

宮本県議は、国も東電も 15

メートルを超す津波の可能性

を予測しながら、事前の対策を

怠った問題で、東電の広瀬社長

を追及しました。「沢山のお金

と時間がかかる」ため現実に対

応は難しく、様々な対策は「後

知恵」だと開き直りました。 

汚染水対策では、地下水の全

体像を把握するための資料開

福島県議会は8月18・20日の両日、政府各機関

と東京電力を招致し全員協議会を開催しました。 

い
の
ち
を

あ
き
ら
め

た
く
な
い
」

と
い
う
災

害
弱
者
の

要
求
に
応

え
る
た
め
、

２０１４年９月定例県議会報告 

賠償・被災者支援など
で国の認識をただす
宮川えみ子県議(全員
協議会＝８月 18日) 

宮川県議は、地震・津波被災者の住宅

再建が、建築費の高騰で非常に厳しくな

っている現状を示し、「被災者生活再建

支援法」の支援金増額を求めました。 

原子力損害賠償については①故郷喪

失慰謝料は町ごとに統一すべき、②精神

的賠償が打ち切られた避難者に生活支

援を、③避難指示のない県民に対する賠

償を、④浪江町集団申し立てなどのＡＤ

Ｒ和解案を受け入れるよう東電を指導

すべき―などについて求めました。 

福島事故を教訓としない国の
姿勢を批判する長谷部淳県議
(全員協議会＝８月 18日) 

長谷部県議は、オール福島の願

いである県内原発全基廃炉のた

め、福島第二原発４基の廃炉を国

の責任で判断すべきと迫りまし

た。しかし国は「東京電力が判断

する事」とくり返しました。 

「汚染水を漏らさない」対策について、地下水バイパ

ス計画、地下トレンチ内の高濃度汚染水処理、地下 25

メートルにある下部透水層の放射能汚染をただしまし

たが、いずれも明快な答弁はなく、「汚染水は完全にブ

ロックされている」との説明は破たんしています。 

国は「前面に立つ」ことを言葉だけにせず、海を放射

能で汚さないために、その対策の企画・立案・作業実施・

質問する 
阿部裕美子県議 
(９月 22日) 

総括質問に立つ
長谷部淳県議 
(９月 30日) 

市町村除染が待ちきれず自主的

に行った除染に対する賠償を、東

電がようやく開始します。

2012 年９月末まで実施したも

のに限定せず、全ての自主的除染

を賠償の対象にすべきです。

各
市
町
村
の
高
齢
者
や
障

が
い
者
な
ど
要
配
慮
者
の

名
簿
作
成
に
も
と
づ
く
、
避

難
の
具
体
化
、
広
域
の
協
力

体
制
、
災
害
時
の
応
援
協
定

や
透
析
医
療
の
提
供
体
制

整
備
等
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
福
島
県
「
手
話
言

語
条
例
」
制
定
、
精
神
障
が

い
者
が
地
域
で
暮
ら
す
た

め
の
対
策
や
、
中
途
失
明
者

の
た
め
の
生
活
訓
練
を
自

広瀬直己東電社長に事故の責任
と対応を問う宮本しづえ県議
(全員協議会８月 20日) 

検証を責任を持って行う現地体制を確立

すべきと強調しました。 

示が十分でなく、県の廃炉安全監視協議会も戸惑って

いると指摘。原発敷地の地下構造図など資料を全て出

すべきと求めると、東電は提出を約束しました。 

徹
底
し
た
除
染
・
賠
償
を
政

府
に
求
め
る
県
議
団
と
高
橋

ち
づ
子
衆
院
議
員(

７
月
22

日
＝
国
会
議
員
会
館)

 


